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産 業爆典 のギ ャップテス ト
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近年.わが国でも注目されてきた感度拭教法としてギャ･JプチスIがある｡

著者らはドナーとしてべyIライI50:50.ギャ･Jプ材として P.M.M.Aを用いて.二,

三の塵兼用樺典の限界ギャ･}ブ長および痕低衝撃汝圧力を求めた｡

又,GX-1ダイナマイtについてはアクセプター長を長くとり低棒速爆轟(IND)から柵

速樽串 (HVD)への転移の有無を嗣べた｡

1.緒 官

わが国におけるギャグプチスIの基礎的実験はすで

に東工鈍 日下部長らを中心として行なわれており,

かなりの実鮫をあげている｡又,ギャップテスIのも

つ意義および目的については日下部正夫氏らの報告J)

および疋EEl強教授の解脱t)に辞しい｡

われわれはドナーにべyIライト50:50,ギャップ

に P.M.M.A.を用いて3号桐ダイナマイト,あかつ

き爆薬,5号硝安樽嵐 ANFO爆発およびGX-1ダ

イナマイIの政界ギャ･Jブ長を求め.これらを起爆す

るのに襲する虚位節解放圧力を求めた｡

又,近年水中発破の普及に伴ない,隣接孔の樺発に

よ9水中用ダイナマイIである GX-1ダイナマイt

が殉樽し,所定の遅発発破ができない場合がおこりう

る｡さらに,斉発発破の歩合でも瞬発電気笛管のもつ

点樽時間のばらつきのため GX-1ダイナマイtが雷

管で起棒される以駒に隣接孔のダイナマイトの樺発に

よって生じた衝撃圧を受けて殉樽する場合がある｡

このJ:うな隣披孔の爆発にJ:る殉棒現金では伝析し

てきた衝撃圧が比故的小さく,GX-1ダイナマイIは

所定の荷燦速で揮発せず,いわゆる低樺速樽轟 (LV

D)を星することも考えられる｡

しかし,収に低棒速で起樺されても伝播していく週

軽において,荷棒速に庇移すれば,所定の発破効果が

期待できるものと思われる｡

そこでわれわはギャ･Jブ長を適当に選ぶことによp
GX-1ダイナマイ川ミLVDを生ずる条件をつく少,

その伝博通粒で低棒迎樺串 (LVD)か ら筒侮迎偉さ

(H∀D)-の転移が起こりうるかどうかを故肘した｡
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もちろん,この場合アクセプターの長さはギャップテ

スtに用いる油常のアクセプターの長さより長くとっ

た｡

これらの盾巣について報告する｡

2.衝撃波圧力較正曲捜

耽料椿姫 (アクセプター)を起爆させるに葉する点

低所解放圧力を得るために,rナ一による一定衝撃圧

を受けた P.M.M.Aギャップ内の衝撃圧波襲特性を

得る必軍がある｡

2.1 夷散方法

P.M.M.A.内の衝撃圧波衷特性は衝撃汲伝播時問

を批 することによって求めることができる｡

FlS･1に帯革汝伝播時間謝定方法の境略図を示す｡

凶*.ドナーは内径 31.5mm.外径 38nn,長さ60

Fig.1.Schem



M.A.を適当牧魚虫ねあわせ.垂気泡がはいらないよ

う速乾性エスtlyではりあわせた｡

rナ-下贈および P.M.M.A.下鱒に屯究的に絶

縁状憩にした 0.2mm卓のエナメル譲をよPあわせた

ものを押入した｡ドナーが坤さすればrナ･一下館のエ

ナメル毒針土樽轟のイオソ化により,又, P.M･M･A･

下端のエナメル掛王伝播してきた衝撃政のため金属穀

くさびと接触し,回路の他校が破壊され電軌が流れる

ようになっている｡これらは Flg.2に示した′''JL,メ

発生回路を通じてユニバーサルカウンター (ナシ甘ナ

to'dl軸

Fig.2 Puke Eomhgcircuit
usingforiong叩 tnethoJ

.JL'VPJ541A)に地紋し,二本のエナメJL,線関の衝革

政雄 時間を測定できる｡又,ドナー中央にtリガー

用エナメルよ9線を押入し,同株の回路を経てシ'/クtlスコープ(岩通 4500-A)で衝撃波伝播時間

を測定することもできる｡いずれにしても二木

のSナメルより線岡の衝撃波伝播時問を

ギャップ内伝括時岡とする｡2.

2 央験枯果上述した方法で求めた辞や波伝播時間

(7つとギャタブ長 くL)との関係を Fig.3にブtz

･/Iした｡叔/Jヾニ乗法を用いて,TをLの二次閑散とし
て求めるとT-0.001497Lt+0.1n4L+0.2298 fl)

T:psec,i:mn

紬 ■棚 t佃 Trp JFI
c.3RehtionsbetweenP.班.M.A.pplengtLAJldShockATrivdtime

.となり. これを Fi

g.3の爽線で示した｡現憩的にIIL-0のとき T-0 と

ならなければなら

ない｡しかし.(1)式からわかるようにL-0のと普,T-0.2298psecの値をとっている｡これはエナメ

JL,より鴇の大きさおよび押入方法に問題があると考え

れ畔当然生じうる執墓と思われる｡しかし,その位は 小さく.

条板してもさしつかえない亀配である｡又(2

)式お

よび(5)式を求める場合.(1)式の虐政項は意味がない｡Fig.3には比駿のため来

工供の結果l)を併紀した｡ドナー下姫とギャタブ上崎の接

触面から搾取 Lの点での碑朋的な衝撃波適度 (U.)

ll乾鮭を時間で微分した dL/dTで変わされる

から(1)式よりU･=各 -.... 1..13. -

2)U-･.Kn/see i:nnとなる ｡こ

れを Fig.4に示す｡次にプレキシガラス内を長持す

る衝撃波が一次元衝撃波であると仮定すれば,P

.M.M.A.を伝折する衝撃波の衝撃波適度 U.(kn /Bee)と粒子適度



◆4

又.Iリガ一点からの寝殿と所変時間の関係をグラ

フに示すと任意点の棒適はこの曲線上での解きとして

求めることができる｡このようなグラフをFig.7に示

した｡ Fig7にブt,クIした測定伍はほぼ直線であ

P,樽迎変化はないものと考えられる｡併きから917g

lhbと0
日と勺
首
一P

FJg.7 Rehtionsbetween

dist且JICeLEOmtEiggerpointAZId8Erival血 eo
fthedetonationw

ave.するとそれぞれの先験の蝉適任は 2790,268

0.2680Jn/secである｡これらは明らか

に低迎樟轟と思われる｡比敬のため,ギャ･Jブ長を 19･

9mm にしたときのGX-1 ダイナマイトの棒迎変化を T

Able2およびFig.7に併妃した｡この物色

も樺避変化はみられず,グラフの供きから求めた棒過は 6660m/see{･

あり南樟迎埠轟で伝括していることがわかる｡S. 考

癖今回われわれは盛共用軽罪の限界ギャタブ長および

叔低帯革波圧カを求めたがべytライT50:

50をドナーにしたギャクプチススI

の報勧土見あたらない｡又.塵薬用棒藁の限界ギャタブ長の報告
もわずかであり柵, これらの報告はドナーとして圧搾

テIリJL,杏用いている｡文敢5)から二.三の虚

桑用爆薬の泡銭衝撃波圧力を引用するとANFO

樽典9-25KbzLr.3号柄ダイナマイI2K

hr,GX-1ダイナマイ†2Kbqである｡

文献6)では ANFO停滞の限界ギャ タブ長は31.8-38.1mmであり庄押テトリルをドナーに

用いているため文駄5)の祈啓波圧力曲線を適用する

と5-8Kb8rとなる｡われわれの結果では ANFO棒尭 6-20Eb,

,3号頼ダイナマイI<6

Z(也-,GX-1ダイナマイI<6KbArを得ている｡しかし,今回の共政に用いたギ

ャ･}ブの叔低厚さが 10mm であり.あまり精度のよい給料ま得られなかったが上述の文放伐を含む低湿の収 低帯革波圧力を

示しており.共用上さしつかえのない結絵を持たと考えている｡さらに,浪合樽&,掛こ低
速韓轟を示す樺藁l蟻 帆 中

でも初期密度によって限界ギャグブ免が異な少.軸 の再現性を考えるとギャ･}プの最低厚さ 10tnml王や

むを得ない厚さである｡今回の塵英用棒苑を用いた

実験では 10nn程度の共助供養があ

った｡USBMC)の叙告では起樺串 50%のギャタブ長を取界ギャタブ共とし.鼓qf･的な取扱い
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Recently,inJapan,aCardgaptesthasbeeninterestedAboutashock8enSitivity
testoEhigh explosives. Acardgaptestonfollowingindustrialhigh explosive8are

carriedout(Table1);No.3KiridynJLmite(zLmmOniagelatine),Ahtsuki(8mmOnia

explosive),No･5Shoanexplosive(permissiblezLmmOnia.FPlosive),ANFO(anmonium
nitratefueloil)andGX-1dynamite(underwaterbl出血gdynamite).

As Adonor鑑ploslye,wetwedpeJltOlite50:50of31mmdiameterAJldoE60EELn
height,50mmSquarePMMA pl&teS 払 the8hock8ttenu&tOrAndthe8ccePtOrOf

szLneSize 払thedonor.Boththedonor8ndtheAcceptorAreCOnrnedinPVCtude
of3mmwallthickness.

Therel血ionbetweenshockp托 88u托 inPMMA p18teS mddistaJICeErom the

donorexplosiyesisobtainedbyme払uringthetineofarrivdohhodkfrontAt紙VeraI

pointsinthep18tewidlanelectricdmethod(Fig.3to5).

Andthen,wedeteminedthecriticalgaplengthandthecriticalShockinitiation

pressureoEAboveexplosiyes(Table1).

TheseresultswerefayorablycompAredwithotherexperimentさ.

AndtheworkoEthetransitionLronlowvelocitydetonation(LW )tohigh yelocity

detonadon(m )inGX-1dynamitewasdone.TheresultswereShownillTable2

zLndFig.7.Inotlrexperiment,thetrAzuidonLromLVDtoHVDinGXlldyA8mite

doesnotoccw.
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